





























































































































































































y = 1.1444x - 62327
R² = 0.9896



























































































2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
KIA －3.29 30.21 1.20 0.43 0.23 0.28 0.31 0.32
HUNDAI 0.64 0.99 －3.47 0.24 0.63 0.74 0.72 2.19
【図表８】［Ｂ］（営業利益／研究開発費）
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
KIA －0.16 －0.06 0.32 1.12 2.33 2.64 2.62 2.08
HUNDAI 1.48 1.16 1.07 1.70 2.26 1.69 1.49 1.22
【図表９】［Ａ］×［Ｂ］（営業キャッシュフロー営業利益率）
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
KIA 0.54 －1.96 0.39 0.48 0.54 0.74 0.81 0.67
































































































































































































































［A× B］＋ ［A× B］－
内部投資上昇 ［A］＋ （1） （2）




［A× B］＋ ［A× B］－
内部投資上昇 ［A］＋ （5） （6）
内部投資下降 ［A］－ （7） （8）
81外部公表情報を活用した 研究開発の効率に関する分析
  　ただし、A＞ 1 場合には、自社稼得能力以上に内部
投資しているため、外部調達によって研究開発費を支え
ていることになる。この場合、［B］＋であり、かつ［A
× B］＋であるかが注目事項といえよう。
  　一番理想的なモデルとしては（3）であり内部投資を
落としながらも効果があり業績も上がっているタイプで
あり、一方（1）の場合は内部投資をどれだけ低減させ
るかが課題の段階といえよう。（2）、（4）の場合、研究
開発の効果はあるために業績下降の要因は他にあること
になる。
  　（5）、（7）の場合は研究開発の効果があるとは言えな
いが、他の領域によってその効果低減に対して補てんし
ていることになる。（8）は望ましくないモデルであり、
（6）は効果が今後期待できるか検討を要す段階と判断で
きよう。
７） 研究・技術計画学会第25回年次学術大会報告（2010
年）
８） ａ． 無形資産を完成させることが技術的に実現可能で
あること
  　ｂ． 無形資産を完成させ，使用・販売する意図がある
こと
  　ｃ． 無形資産を使用・販売する能力があること
  　ｄ． 無形資産が経済的便益をもたらす可能性が高いこ
と
  　ｅ． 無形資産を完成させ，使用・販売するために必要
な資源を入手できること
　  ｆ． 無形資産に帰属する支出に対し信頼性をもって測
定できること
９）累積額＝
n
Σ
i=k
Ai －
n
Σ
j=k+1
Di
    Ai：年度に資産化された開発費，
    Di：資産化された開発費の年度の償却額，
    n：当該年度
  　会計処理的には、将来の経済的便益をもたらす可能性
が大となる開発費が資産化され、将来の経済的便益をも
たらす可能性が無い場合に償却されることになり、経済
的便益の期間はライフサイクル期間を示すことになる。
  　本モデルにより、日本基準で考えていた先行研究（1）
における「当該年から数えた過去数年の研究開発費」の
算定が、IFRS 基準では上記累積額モデルによって算定
することが可能となる。
10） アジア・国際経営戦略学会第４回報告大会報告（2011
年）
11） 先行研究（1）で示した BMW 社の値を基準とすれ
ば、現代自動車は基準値、起亜自動車は基準値を超えた
値ということになる。
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